
辰野町農業委員会総会議事録 

 

1. 開催日時 令和 6 年 5 月 8 日（水）午前 9 時 30 分から午前 10 時 40 分 

 

2. 開催場所 役場 2 階 大会議室（第 6） 

 

3. 出席委員（13 人） 

 会長         １番 宮島 勇 

 会長職務代理者  ２番 野澤 典生 

 農業委員      ３番 青木 博子 

             ４番 飯澤 誠 

             ５番 小野 耕一 

             ６番 上島 栄子 

             ７番 赤羽 秀介 

 推進委員         春日 昭利 

                立澤 富朗 

                根橋 俊夫 

                大井田 亨 

                小松 英幸 

                有賀 則幸 

 

4. 欠席委員      瀬戸 真一 

 

５.議事日程 

   議案第 1 号 農地法の規定に基づく許可について《諮問案件確認》 

 

   議案第 2 号 農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について 

 

   議案第 3 号 農地利用集積計画(農地中間管理事業)について 

 

   議案第 4 号 農地利用配分計画(案)について 

 

   議案第 5 号 農地法第 2 条第１項の規定による「農地」に該当しない土地の判断について 

 

   議案第 6 号 令和 6 年度最適化活動の目標の設定等について（差し替え） 

 



   議案第７号 令和 5 年度最適化活動の点検・評価について   

    

   報告事項  なし 

 

６.その他 

 

７.農業委員会事務局職員 

  事務局長   役場産業振興課長 岡田 圭助 

  事務局次長  役場産業振興課補佐兼農政係長 田中 博 

           役場産業振興課農政係 中澤 貴子 

 

８.会議の概要 

＜岡田事務局長＞ 

皆さんおはようございます。 

定刻より若干早いですが、皆さんもうお集まりいただきましたので早速総会の方を進めさせてい

ただきたいと思いますのでお願いいたします。お手元の資料に基づきまして進めさせていただきま

すが本日瀬戸委員より欠席のご連絡が事前にありましたのでお願いいたします。それでは次第の

一番の開会でございます。野澤職務代理よりお願いします。 

 

（開会） 

＜野澤代理＞ 

おはようございます。早い田んぼはもう既に田植えが始まって、今日瀬戸さんも多分田植えで大

忙しだと思います。5 月の農業委員会総会を開催します。よろしくお願いします。 

 

（会長あいさつ） 

＜宮島会長＞ 

はい、皆さんおはようございます。最近のニュースの中でもいろいろな話題が出てきています。 

この間の普通のニュースの中でも、食料危機の自給率の問題だとか、空き家の増大の問題だと

か普通のニュースでだいぶ出るようになりました。そこもそうですけれども、この前の新聞で、マイコ

ス米とかっていう感じのもので水が必要じゃないっていうような、そういう米の耕作が群馬県の方で

進んでるというニュースも出てました。このようなことでいろいろなニュースが自給率の関係で心配さ

れて出てきております。 

今後地域計画についても、これから区長会などに強く要請したり、協力要請したり、また今日今

後の進め方についても説明がありますので、大変ですけどもそこら辺のご協力をよろしくお願いした

いと思います。 

 



（議事録署名委員の指名） 

＜宮島会長＞ 

それでは 3 番の議事録の署名委員ですが、6 番の上島さんと 7 番の赤羽さんお願いします。 

 

（議事） 

それでは 4 番の議事に入りたいと思います。 

 

【議案第１号、３条の規定による許可申請について朗読】 

＜田中事務局次長＞ 

それでは、1 番所有権の移転でございます。地図につきましては 1 ページをご覧ください。 

 

・・・市にお住まいの A さんが所有いたします。 

大字赤羽・・・番、地目は畑、面積 260 ㎡と、 

大字赤羽・・・番、地目は畑、面積 180 ㎡と、 

大字赤羽・・・番、地目は畑、面積 375 ㎡と、 

大字赤羽・・・番、地目は畑、面積 774 ㎡と、 

大字赤羽・・・番、地目は畑、面積 573 ㎡、計 5 筆 2162 ㎡を 

・・・市・・・番地にお住まいの B さんが取得するものです。 

譲渡人の A さんは相続にて取得しましたが、遠方にお住まいで耕作の予定はなく、譲受人の B

さんが取得し耕作されるとのことです。 

B さんは町外にお住まいですが、申請地に隣接する畑も既に賃借にて耕作されており、営農計

画に沿った農業経営を行うということで申請を受け付けました。 

譲受人の所有する農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能であります。 

このたびの権利の取得により、周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は

生じないものと考えられます。 

よって、農地法第 3 条第 2 項各号には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件に関しましては宮島会長、瀬戸推進委員からご意見書をいただいております。 

 

＜宮島会長＞ 

それではこの件につきまして 4 月 7 日に瀬戸さんと私と B さんと 3 人で現場確認しました。 

この地図にあります通り、この C さんっていう方が亡くなってしまって現在空き家になっておりま

す。娘さんが遠くの方に住んでるということでここは休耕になってたんですけれども、この地図にあり

ますように、耕作地というふうに書いてあるところ、ここはたまたま今まで借りてやってたんですけれ

ども、ここにある 5 筆について B さんが耕作をするということで、一応譲り受けたっていう形になりま

す。そのときに結構いい土地でしたので、休耕するよりも耕作できて、助かるということも瀬戸さんも

言ってました。できればこんな広い土地ですので、ソルガムの栽培もぜひやってみてくださいってい



う話もしておきました。結構やる気のある人なんで特に問題ないと思いますけどご審議をお願いしま

す。 

この件におきまして何か質問、ご意見のある方は。ないようですので採決したいと思います。 

賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。（全員挙手） 

はい、ありがとうございました。それでは続いて 2 番について事務局お願いします。 

 

＜田中事務局次長＞ 

それでは 2 番ですけれども 2 番 3 番は農地の交換による所有権の移転でございますのであわ

せて説明をさせていただきます。地図は 2 ページをご覧ください。 

 

2 番、大字伊那富・・・番地にお住まいの D さんが所有いたします、 

大字伊那富字山越・・・番、地目は畑、面積 128 ㎡を 

大字伊那富・・・番地にお住まいの E さんが取得するものです。 

3 番、大字伊那富・・・番地にお住まいの E さんが所有いたします、 

大字伊那富字山越・・・番、地目は畑、面積 128 ㎡を、 

大字伊那富・・・番地にお住まいの D さんが取得するものです。 

申請地を交換することにより、今まで耕作地から飛び地になっていた農地を一体的に耕作できる

ようになることから、今回の申請となりました。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても効率的な利用が可能であります。 

このたびの権利の取得により、周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は

生じないものと考えられます。 

よって、農地法第 3 条第 2 項各号には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件につきましては、野澤代理、小松推進委員から意見書をいただいております。 

 

＜宮島会長＞ 

はい、ありがとうそれでは 2 番 3 番一緒の説明をお願いします。 

 

＜野澤代理＞ 

はい、この件についてご報告いたします。 

4 月 14 日の日曜日の日に行政書士の宮澤さんと小松さん私、3 人で現地を確認いたしました。 

現地は地図で見ていただきますと、③の横に黒く塗ってありますがここは D さんのリンゴ畑になっ

ております。そのわきに・・・番地っていうのは E さんの馬入れみたいな形で使っておりました。2 番

の方・・・番地っていうのが、D さんが所有して、やはり昔馬入れで使ってたところが、古い経過はち

ょっとわかりかねますがお互いにそこにリンゴ畑、ここは全部りんご畑なんですが馬入れで使ったと

ころの馬入れの農地だけ交換することができてなかったのか。ということでちょっと飛び地になって

おりました。ここについては実際にはもう既にお互いに使ってたってことで、今回登記の変更という



ことで申請がありました。 

ここについては境界ってのは国土調査ではやってあるかと思いますが、境がはっきり畑になって

もう必然的にリンゴ園へ入る農地ということで、馬入れ的に使われてはっきりはしておりませんが、登

記上はお互い 228 平米ということで合格ということで双方合意ができましたので今回の申請になりま

した。そういうことで特に他の農地とかへの影響は一切ありませんので特に問題ないかと思います

ので、ご審議のほどお願いいたします。 

 

＜宮島会長＞ 

ありがとうございました。それではまず 2 番の項目についての質問ご意見のある方挙手をお願い

したいと思います。無いようですので 2 番の項目について採決したいと思います。賛成の方の挙手

を願いします。（全員挙手）はい、ありがとうございました。 

続きまして 3 番について何か質問ご意見のある方。無いようですので採決したいと思います。 

賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。（全員挙手）はい、ありがとうございました。 

それでは 4 番につきまして事務局お願いします。 

 

＜田中事務局次長＞ 

4 番、所有権の移転でございます。地図は 3 ページをお願いいたします。 

大字伊那富・・・番地にお住まいの F さんが所有いたします 

大字伊那富字北畑・・・番、地目は畑、面積 19 ㎡を中央・・・番地にお住まいの G さんが取得す

るものです。 

申請地は譲受人の G さんのご実家北側の農地と一体的に以前より耕作されており、この度取得し

引き続き耕作されるとのことです。 

譲受人の保有している農業機械、労働力等を見ても、効率的な利用が可能であります。 

このたびの権利の取得により、周辺農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保 

に支障が生じないものと考えられます。 

よって農地法第 3 条第 2 項各号には該当せず、許可要件の全てを満たしていると考えます。 

この件に関しましては、赤羽委員、根橋推進委員から意見書をいただいております。 

以上です。 

 

＜根橋推進委員＞ 

本件につきましては 15 日に赤羽委員さんと一緒に現地を見させてもらいました。 

今ご説明ありましたように G さんの実家すぐ北側に、場所○○のすぐ下ですけれども。 

既に F さんがもう長い間借りて、たまたま道路が開いたので切れ端みたいになってるようですけれ

ども、借りていたということでこの際いろいろ F さんの要望により所有権確認を整理したいってことで

今回の話になったということです。問題ないと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 



＜宮島会長＞ 

はいありがとうございました。この件につきまして質問ご意見のある方の挙手をお願いします。 

無いようですので、賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。（全員挙手）はい、ありがとうござ

いました。 

 

【議案第 2 号、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく決定について】 

＜田中事務局次長＞ 

利用権の設定でございます。計 5 件 6 筆、面積は 4245 ㎡、詳細は議案書の 5 ページの通りで

あります。経営面積、従事日数など、農業経営基盤強化促進法第 18 条第 3 項の各要件を満たし

ております。 

 

続きまして下段に掲載しておりますのは、農地売買支援事業による所有権の移転です。 

2 月の総会におきまして所有者から農業開発公社への売買につきご審議いただき、所有権を移

転しましたが、今回は農業開発公社から農地を買い受ける農家へ農業経営基盤強化促進法による

所有権移転についてご審議をお願いいたします。 

 

＜宮島会長＞ 

それではこの件につきまして何かご質問、ご意見のある方の挙手をお願いしたいと思います。 

無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。（全員挙手） 

 

【議案第 3 号、農地利用集積計画（農地中間管理事業）の決定について】 

＜田中事務局次長＞ 

農地中間管理事業に関しまして計 3 件 3 筆の利用権の設定であります。詳細は議案書 8 ペー

ジの通りでございます。農地中間管理事業による中間管理候補農地整備簿に基づき農地中間管

理機構である、公益財団法人長野県農業開発公社と 2 筆 1365 ㎡について 5 年 8 ヶ月の使用賃

借権を 1 筆 1061 ㎡について 9 年 8 ヶ月の賃借権を設定するものです。続きまして・・・（第 4 号へ） 

 

【議案第 4 号、農用地利用配分計画（案）に対する意見について】 

＜田中事務局次長＞ 

農地利用配分計画（案）について、議案第 3 号で集積を決定した後について農地中間管理機

構から受け手へ利用配分を計画するもので、全ての農地について認定農業者等中間管理機構よ

り位置づけられた担い手へ配分されます。詳細は議案書の同じく 8 ページ下段をご覧ください。 

H へ 2 筆 1365 ㎡について 5 年 8 ヶ月の使用賃借権を、I へ 1 筆、計 1061 ㎡について 9 年 8 ヶ

月の賃借権を設定するものです。 

所有者もしくは相続人代表者と農地中間管理機構との間、および農地中間管理機構と H、I との

間ではそれぞれ事前合意がなされておりますが、農業委員会は意見を述べることができますので、



皆様のご意見を伺いたいと思います。 

 

＜宮島会長＞ 

ありがとうございました。 

それでは議案 3 号の件につきまして質問、ご意見のある方の挙手をお願いしたいと思います。 

無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いします。（全員挙手） 

続きまして第 4 号につきまして質問ご意見のある方の挙手をお願いします。 

これも無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。（全員

挙手）はい、ありがとうございました。 

 

【議案第 5 号、農地法第 2 条第 1 項の規定による農地に該当しない土地の判断について】 

＜田中事務局次長＞ 

10 ページ以降に一覧がございますけれども、昨年 9 月の農地パトロールにおいて、複数年 B 判

定であり、非農地判定を前提にご確認いただきました農地につきまして、農地の所有者もしくは経

営者に対し非農地判断に係る事前通知書を送らせていただきました。その結果、非農地とすること

に承諾いただけなかった方以外の農地につき、今回ご審議いただきたいと思います。 

一覧は 10 ページから 19 ページに掲載の、19 ページご覧ください。 

下段に地区ごとのまとめがございますが、一番下 232 筆 109671 ㎡です。 

本日賛成いただけましたら、所有者もしくは経営者に対して非農地通知書を送付いたします。 

また、法務局に対しまして町長より申し出を行い、法務局登記官の職権で一括して地目変更を

行っていただきますので、以前のような所有者自ら法務局に出向いて、地目変更の登記手続きをと

っていただくことはなくなります。ご審議をお願いいたします。 

 

＜宮島会長＞ 

はい。ありがとうございました。非農地判定の件ですけども、これだけの筆数と面積があるというよ

うな状況になっています。この件につきまして質問ご意見のある方は挙手をお願いしたいと思いま

す。 

 

＜飯澤委員＞ 

これは非常に結構な話で良いと思います。ただこの他にここに隣接している土地が登記簿では

畑で現況山林というようなところはまだたくさんあると思うんですけれども、その辺について今後どう

いうふうにしていくか。あればお願いしたいと思います。 

 

＜事務局 中澤＞ 

農地パトロールではどうしても判断できない、もう現況が山の中とかそういったところが確かにたく

さんあります。徐々に本来だったらそういうのも全てこういう職権で地目を山林もしくは原野に変えて



いくということをどんどん進めていかなければいけないんですが、それを判断する術というのが、そ

のパトロールで見られない部分に関しては各それぞれの所有者の持っている農地基本台帳から現

況が山林原野になっていて、なおかつ航空写真でも実際現況が判断できないような場所っていう

のは所有者さんの農地基本台帳から拾わないといけません。今回の判断した農地の中で 18 ペー

ジから 19 ページのあたりは、実際所有者さん側から配布された農地基本台帳に記載されたところ

で、ここはもう明らかに農地ではないよと手を挙げてもらったところも入っています。 

非農地にするということに関しては、国からもあと法務局の方の手続きとしてもどんどん進めてく

ださいっていうことは言われていて、実際所有者さんと確認が取れないところに関しては、今回も実

際取れないところもあるんですけれども、所有者さんがそれはもう畑のままで残しておいてくれって

言わない限りはどんどん非農地化を進めていってくださいと。明らかに耕作できる農地とできない農

地を切り分けていってくださいということは言われてるので、本当に地味な作業になるんですがちょ

っとコツコツ毎年 1 回はこれをやっていきたいと思うので、少しずつ増やしながらやっていきたいと

思います。 

 

＜飯澤委員＞ 

わかりました。もう既にそういったところは職権で山林だとか原野にもう変更されてるってことです

よね、わかりましたありがとうございました。 

 

＜宮島会長＞ 

他に、はいどうぞ。 

 

＜青木委員＞ 

14 ページの・・・番の方、もう既に J さんは既に亡くなっていらっしゃいます。こういうのって、名義

変更とかそういうのは。 

 

＜事務局 中澤＞ 

登記上の所有者は実際もうお亡くなりになってる方が結構いらっしゃいます。もう登記上は亡くな

ったままの方なんですが、まだ相続登記をされずに残っている方が結構いらっしゃいます。ご家族

の方が経営者として登録されていますので、こういう通知自体は全部その経営者さんの方に送るよ

うにしています。 

 

＜宮島会長＞ 

他に。 

 

＜野澤代理＞ 

トータルの面積非常にすごい。正直びっくりするような面積なんですけれども。そうするとこれで



地域計画とかそういうのもみんな基本のあれが変わってくるわけですよね。 

 

＜事務局 中澤＞ 

そうですね、元が母体が変わるというか数字が。 

 

＜野澤代理＞ 

これ削減できて本来あるべき、畑の農地の面積一気にはですね、さっき中澤さんから説明あった

ように一気にはできないけど徐々にそれが毎年毎年見直ししていけば、現状今はこういう山林も含

めて、地域計画の面積になっちゃってるからこれが徐々に絞られてくるってことで非常にいいことな

んで。これは実際にこの地権者の方にとっては単に地目が変わって固定資産税の評価額が変わる

ぐらいですよね。 

 

＜宮島会長＞ 

他に何か。よろしいですかね。それではないようですので採決したいと思います。これに対して賛

成の方の挙手をお願いします。（全員挙手）はいありがとうございました。 

 

【議案第 6 号、令和 6 年度最適化活動の目標の設定について】 

＜田中事務局次長＞ 

こちらにつきましては 4 月の総会において議案第 5 号令和 6 年度最適化活動の目標の設定に

ついて差し替えをお願いいたしましたが、今回再度となり恐縮ですが差し替えをお願いいたしま

す。差し替え部分ですけれども 23 ページをご覧ください。 

差し替えの内容はページ上段、（3）新規参入の促進、①現状および課題、それと下の②目標の

部分です。それぞれに実績値といたしまして前回には令和 2 年度から 4 年度の数値を記載してお

りましたが、長野県農業会議および上伊那農業農村支援センターからの指導により、令和 3 年度

から 5 年度の実績値に改めるものであります。 

①現状および課題では、令和 5 年度は新規参入者がいませんでしたので、実績値はいずれもゼロ

となります。また、②目標の令和 5 年度の権利移動面積が 27ha でありました。 

そのことから 3 ヶ年の平均値が 2ha となり、その下の目標面積は過去 3 年度の権利移動面積の平

均の 1 割以上でありますので、2.9ha となります。その他については変更がございません。 

以上であります。 

 

＜宮島会長＞ 

これにつきましては資料が令和 3 年から令和 5 年の 3 ヶ年に変更になって、その数字も変わって

きたというこの（3）の新規参入促進のところが変わったという内容です。 

これにつきまして何か質問ご意見ある方は、挙手をお願いしたいと思います。よろしいですかね。 

それでは採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願いしたいと思います。（全員挙手） 



ありがとうございました。 

 

【議案第 7 号、令和 5 年度最適化活動の点検、評価について】 

＜田中事務局次長＞ 

議案書 25 ページから 29 ページをご覧ください。 

5 月の総会におきまして、令和 6 年度最適化活動の目標の設定等についてご審議いただきまし

た。今回は、令和 5 年度に設定しました最適化活動の目標に対する点検、評価についてご審議い

ただきたいと思います。 

こちらが令和 5 年度に立てた目標に対し、実績を反映させたものとなっております。26 ページを

ご覧ください。 

１－(１)農地の集積でございますが目標が令和 10 年度までに 60%となっておりますが、5 年度の

集積目標面積が 50ha、5 年度末の集積面積が 246ha という目標に対しまして実績は 213ha で、目

標に対し 86.6%の達成率となっております。こちらについては令和 4 年度の実績も同様の 80%台の

達成でありました。 

(２)に遊休農地の発生防止の状況であります。こちらにつきましては緑区分の遊休農地の解消目

標面積 3ha に対しまして、実績面積 1.6ha の対象で、目標に対し 51.7%の達成となっております。 

27 ページの(３)新規参入の促進というところで新規参入者がいた場合、その方に農地を貸してもい

いという同意が取れた面積ということでありますが、5 年度は対象者となる新規参入者がおりません

で、28 ページにございますが実績はいずれもゼロとなっております。 その下 続いて 2 の最適化

活動の活動目標であります。 

こちら、毎月皆さんから活動記録簿を提出していただいていますが、こちらを集計したものとなっ

ております。 

1 人当たりの活動の目標が月 10 日という目標に対して、実績につきましては、こちらには載って

おりませんが集計したところ 9.5 日となりました。日々のパトロール等が増えたことや、新規参入相

談会への参加等の実績により、目標の達成状況は目標に対して期待通りの結果が得られたとさせ

ていただきました。活動記録簿を出していただいている中で農地の見回り等を活動の一つとして記

録簿記載いただいた実績として上昇したものと考えます。活動への協力をいただきましたことに対し

まして感謝申し上げます。 

この結果につきましては、農業委員会の確認を得て公表していくことになりますが、具体的には

県の方へは、締切日がございまして、提出をさせていただいておりますのでよろしくお願いいたしま

す。 

 

＜宮島会長＞ 

それではただいま説明がありました。第 7 号につきましての質問、ご意見のある方お願いしま

す。 

 



＜野澤代理＞ 

教えてください。26 ページの一番先の、成果目標の農地の集積っていうのは具体的には何を指

してます？今更ですけど。遊休農地を新しく農地として耕作を始める農地という事でいいですか？ 

 

＜田中事務局次長＞ 

遊休農地も含めた農地の貸し借りですね。 

 

＜ 野澤代理＞ 

多分今までの 3 条みたいな、ああいうのはここには入らないですね？だから遊休農地みたいなと

ころを新たに貸し借りするっていうこと？ 

 

＜事務局 中澤＞ 

遊休農地ということではなく、町内の全農地のうち利用権設定だったり農地中間管理機構だった

り、貸借契約を結んだ農地の集積ですね。 

 

＜田中事務局次長＞ 

農地中間管理機構を活用した担い手への農地集約を真ん中ちょっと下の農業委員会の点検結

果というところでも書いてありますけれど、一応 17ha を新規に集約できたことでまとめさせていただ

いております。 

 

＜野澤代理＞ 

ここだと 17ha を中間管理機構にあらたに加えたと。 

 

＜田中事務局次長＞ 

そうですね、目標が 246ha なんですけれど実績は 213ha ということで、引き続きまた、進めてまい

りたいと思います。 

 

＜野澤代理＞ 

わかりました。 

 

＜宮島会長＞ 

他に何かご意見のある方。 無いようですので採決したいと思います。賛成の方の挙手をお願い

したいと思います。（全員挙手）はい、 ありがとうございました。 

報告事項はなしですかね。それでは議事の方は終了いたします。 

 

＜岡田事務局長＞ 



委員の皆さんの慎重審議どうもありがとうございました。またご協力いただいた農地パトロール今

後進めてまいりますが、このような形で地域計画を反映させていきますのでまた今後ともご協力のほ

どお願いします。 

 

＜野澤委員＞ 

慎重審議ありがとうございました。実は先日 JA の野菜部会がありまして、その中で今年 JA 上伊

那の中で、２件のトラクターによる死亡事故があり、皆さんご存知かと思いますが大々的に報道され

ております。ロータリーエンジンをかけっぱなしでロータリーの下に挟まれたり、足を切断してしまっ

たとか、２件の死亡事故が発生しております。この時期非常に機械を使っての作業が多いので、私

達ももし危険な行為があったらですね、ちょっと声をかけるとか、辰野町も含めて全てのところでそう

いう痛ましい事故のないようにしていきたいと思いますので、ちょっと余談ではございますがお願い

して閉会をさせて頂きます。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 この議事録は、事務局が作成したものであるが、内容が正確であることを証するため、これに記名

押印する。 

 

 

令和   年   月   日  

 

  会      長                 印  

 

議事録署名人                 印  

 

議事録署名人                 印  

 


